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メンタルケアが必要な人は増加傾向にあるの

か。背後要因など会社の分析は。 
相談件数が H19 年度 2000 件で前年度は

2300～2400人と増加傾向にある。 

理由は、仕事だけが原因で休まれる方はあ

まりいないように感じている。 

出向者は施策を担っている人たちだ！ 

自職場で取り扱えるようにしてすべきだ！ 
出向先への委託は個人情報もあり難しい。

事務手続きについては今後集約していきた

いと考えている。 

会社施策による出向で事務手続き上ふべんに

なることに不満の声が大きい。 
支社の担当が今も個々で工夫をしている。

郵送で済ませるなど工夫してやっていく。 

福利厚生面でＪＲ本体と会社施策の出向者の

処遇が違うのはおかしい！出向者の健康管理

をどのように考えているのか！ 

あくまでも出向者の方の健康管理は出向先

で面倒を見るルールとなっている。 

出向者の方に配慮して 3 年トータルで差が

出ないようにしている。 

エルダーになったからいきなり待遇が変わる

のはおかしい！配偶者の健康管理は仕事を行

う上で重要だ！ 

3年に 1度 5000円。それ以外は特定検診を

無料で受けられる。人間ドッグとほぼ同じ

で婦人科検診もオプションで受けられる。 

230 ポイントでは少ない。会社の増収旅行に行

くと福利厚生で使用できる分がなくなる。 

ポイント数を増やすための条件は何だ！ 

現在の利用率は 60％程度。一部の社員でな

く全体で使用してもらうものなので、利用

率のアップが増やす条件である。 


